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おわりに 

 

研究同人 



は じ め に 

 

本日は、本校の研究発表会にご参会いただき、ありがとうございます。 

情報化やグローバル化など社会の変化の予測が難しいと言われるこれからの時代

の形成者を育成する学校教育はどうあるべきかと問われる中、中央教育審議会では、

令和３年１月、「令和の日本型教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引

き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現～（答申）を取りまとめました。学習指

導要領においても、「一人一人の児童が自分のよさや可能性を認識するとともに、あら

ゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化

を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の担い手となることができるように

する。」と示され、文科省は、「子供たちの実情を踏まえ、自他の生命を尊重し、学習や生

活、仕事に前向きに取り組む力を育てるために、自尊感情や社会性を高めることが必

要条件となる。」と述べています。 

そこで、本校は、昨年度から研究主題を『自尊感情を育む教育活動の在り方』、副主

題を「一人一人のよさを認め合い挑戦する児童の育成を目指して」として、協働的な活

動を通して自尊感情を育む研究を進めてきました。授業だけでなく、日々の教育活動全

体で、『挑戦』する意識を高め、自他を振り返る中、児童と教員が常に向き合うことを通

して、児童一人一人が自他の良さに触れながらともに自尊感情を高め合うことができま

した。研究を進める中、教員も児童一人一人を深く理解し、個々を大切にする授業改善

や学級経営を実現できたように思います。 

研究主任を中心として全教職員が同じ方向を向き、「ともに遊び」「ともに働き」「とも

に学ぶ」「挑戦」を合言葉に、児童とともに実践に取り組んできました。互いの成長や未

来につながる研究であったと確信します。 

まだまだ「個別の支援」等の課題もありますが、この研究成果が、児童の「確かな学

びの定着」へとつながっていくよう、また、児童の心から溢れる『笑顔』を求めて、継続実

践に努めていきます。 

最後になりましたが、本研究を進めるにあたり多大なご尽力とご指導をいただきまし

た平戸市教育委員会の皆様、そして、児童を支えてくれた保護者の皆様に心から感謝

申し上げます。 

 

                                                令和６年１１月１日 

                                                  平戸市立山田小学校 

        校長  村川 司麻 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 



 

 

 

 

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

（１）社会的背景から 

グローバル化や情報化など社会の急激な変化に伴う予測困難な時代をよりよく生き抜くためには、多様

な価値を尊重・理解し、共に学んでいくことが必要である。また、学習指導要領前文には「一人一人の児童

が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協

働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることがで

きるようにすることが求められる。」と記されている。さらに、文部科学省は教育課程部会の検討課題の中で、

「子供たちの実情を踏まえ、自他の生命を尊重し、学習や生活、仕事に前向きに取り組む力を育てるために

は、自尊感情や社会性を高めることが必要条件となる。」と述べている。このことから他者を尊重し合いなが

ら理解し共に学ぶ「協働」や、自分のよさや可能性に気付く自尊感情について指導することはとても重要で

あるといえる。内閣府が行った「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査（平成25年度）」では、自尊感

情に相当する「私は自分自身に満足している」の項目において、日本の若者の平均値が 2.31（4点満点

中）であるのに対して、日本を除く他国の平均値は3.07であり、日本の自尊感情は、国際的に見て低いと

いう結果がわかる。 

心理学者のシェイブルスンは「自尊感情を育むためには学習への働きかけが有効であり、教員の学習指

導は子供たちの自尊感情の向上に重要な役割を担っている」と述べている。全国学力・学習状況調査の結

果からも「自分には、よいところがあると思いますか」との質問に、肯定的に回答した児童生徒の方が、平均

正答率が高い傾向が見られたり、「先生に認められていると感じている」児童生徒の方が、自尊感情が高

い傾向が見られたりした。以上のことから、学校教育と自尊感情を高めることは切り離すことができない課

題であり、自尊感情を高めるには、他者と関わりをもって達成感や充実感を味わうなど、「協働」の中での

活動が不可欠だといえる。 

 

（２）本校教育目標との関わりから  

    本校の学校教育目標「やさしく・かしこく・たくましく」の具現化に向けて「ともに遊び・ともに働き・ともに

学ぶ 挑戦」を合言葉に教職員・児童が生活している。学校経営方針の中には、「思いやりの心をもち、他に

共感し、協働できることは自尊感情やふるさとへの愛情を育む重要な素質」と掲げており、協働や自尊感情

を重要視している。子供たちが将来、社会を生き抜くためには、他者との関わりの中で、一人一人のよさを

認め、個を大切にした教育、つまり自尊感情を協働的な学習を通して育むことが重要であるといえる。 

 

（３）児童の実態から 

本校は全校児童 30名で、完全複式学級(１・２年、３・４年、５・６年)の編成である。他者を尊重し、多様な

在り方を認め合う児童が多く、学年を問わず仲良く生活している。 

資料１、２のように、令和４年度に本校で行った自己肯定感におけるアンケートの中では、「自分のことが

好きだ」、「自分の中にはいろいろな可能性がある」の項目において、約３割の児童が消極的な回答をして

おり、授業においても、積極的に発表したり、他者に自分の意見を伝えたりすることができない児童が多く見

られた。 

Ⅰ 研究の概要 

自尊感情を育む教育活動の在り方 
～一人一人のよさを認め合い 挑戦する児童の育成を目指して～ 
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学力面を見ると、令和５年度平戸市の標準学力調査の国語・算数の結果は、現３年生と６年生が平均

を下回っていた。また、どの学年にも特別な支援を必要とする児童が在籍しており、学級内でも学力の２

極化が見られ、学校全体を通して、基礎学力の定着が必要である。さらに、学習での役割が固定化して

おり、上位の児童が低位の児童に教える場面が多く見られ、低位の児童が活躍できる場面が少ないこと

も課題である。 

 

（4）主題の意味 

以上の点から、自尊感情と学習指導には相関関係があり、学習指導の充実が児童の自尊感情を高めると

考え、研究主題を「自尊感情を育む教育活動の在り方」、副主題を「一人一人のよさを認め合い 協働する授業をとおし

て」として、１年目の研究を進めてきた。 

しかし、研究を進めていくうちに、協働学習を中心とした授業だけでは、指導法の研究になったり、児童に関わる教職員

が担任だけだったりするなど、多くの課題が見られた。そこで、全ての教職員が全ての児童と関わりながら、自尊感情を

高めていくことを２年目のテーマとし、副主題を「一人一人のよさを認め合い 挑戦する児童の育成を目指して」と設定し

た。副主題に記す「挑戦」とは、教育活動全体の中で、児童がさまざまな活動に積極的に挑戦していくゴールの姿であり、

児童一人一人のよさを全ての教職員が見つけ、認めていく教職員の「挑戦」も含んでいる。 

 

３ 研究の全体構想                     

（１）研究視点 

 

 

 

 

 

（２）研究内容 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

資料１ 資料 2 

個を大切にした授業改善や他との関わりを大切にした協働的な学習を行うこと、また、一人一

人が学級への所属感を深める環境づくりを取り入れた教育活動を展開すれば、自尊感情を高める

ことができ、何事にも自信をもって取り組む児童の成長につなげることができるであろう。 

①  個を大切にした授業改善・他との関わり

を大切にした協働的な学習 

・児童にあった課題 

・教具・教材・ICT機器の活用 

・学習形態の工夫 

・学習のユニバーサルデザイン化 

②  一人一人が学級への所属感を深める環

境づくり 

・児童会活動の重視 

・掲示物等、校内環境の整備 

・一人一人が活躍できる学校行事の工夫 

・メディアコントロールチャレンジによる生

活習慣の見直しや確認 
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（３）研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年間計画 

 
 

回数 学期 月 日 曜日 会種 内      容 

１ 

 

 

 

１ 

 

 

４ ４ 木 推進委員会 令和６年度の研究について① 

２ ４ 18 木 全体会 令和５年度研究の概要説明 

３ ４ 25 木 全体会 令和６年度の研究について② 

４ ５ 30 木 全体会 各部の取組  

５ ６ ６ 木 全体会 ムーブノートの活用について   学映システム  

６ ６ 20 木 全体会 オクリンクの活用方法について  学映システム 

７ ６ 26 水 全体会 オクリンクプラスの活用方法について ベネッセ 

８ ７ ４ 木 全体会 各部の取組 

９ ８ ８ 木 全体会 アンケートの考察 

10 ８ ９ 金 全体会 指導案検討（３・４年特別活動） アンケートの考察報告 

11 

 

 

２ 

 

 

９ ５ 木 全体会 研究発表会指導案検討(５・６年算数科) 

12 ９ 10 火 全体会 ファミリープログラム 

13 ９ 12 木 全体会 研究授業・授業研究会（３・４年特別活動）※市教委指導 

14 ９ 26 木 全体会 各部の取組 

15 10 10 木 全体会 研究集録作成準備 

16 10 11 金 全体会 原稿作成(研究概要 指導案 アンケート結果等) 

17 10 17 木 全体会 プレゼンリハーサル 

18 10 31 木 全体会 平戸市指定研究発表会 準備 

19 11 １ 金 全体会 平戸市指定研究発表会 

20 11 21 木 全体会 平戸市指定研究発表会振り返り 

21 
３ 

１ 23 木 全体会 ２年間の研究の総括 

22 ２ ６ 木 全体会 次年度の研究について 
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１ 自尊感情測定のためのアンケートの実施 

（1）自尊感情アンケートの種類 

ローゼンバーグの自尊心尺度 

アメリカの心理学者ローゼンバーグの自尊心尺度が古  

くから、世界では使われている。しかし、この尺度は、日本

の文化とはなじまない側面があり、日本人を対象にすると

結果が低くなるとも言われ、また、資料３のように質問内

容には、「私は自分を役立たずだと感じる。」、「自分を失

敗者だと思いがちである。」 など、学校現場にはふさわし

くない言葉もあり、これを小学生に使用するには難しいと

考えた。 

 

東京都版 自尊感情測定尺度 

東京都の自尊感情測定尺度では、資料 4のように低学年、高学年用に質問紙を用意してあり、それら

の結果を踏まえた指導の方向性が示されるという利点がある。質問は、３つの視点で点数化される。「A

自己評価・自己受容」、これは自分を肯定的に認めることができる尺度として、「B関係の中での自己」、

これは、周りに役に立っていることに気付く尺度として、「C自己主張・自己決定」、これは、自分の可能性

について気付くことができる尺度として分類でき、児童の実態を把握することができる。そして、その結果

をもとに、一人一人の児童の傾向や、指導の方向性がタイプ別で示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の取組 

Ａ 自己評価・自己受容 
自分のよさを実感し、自分を肯定的に認めることができるようにする。 
この観点は、教師との関係において影響が大きいことから、教師からの評価や言葉かけ

による効果が期待できる。 
 
Ｂ 自己主張・自己決定 

多様な人との関わりを通して、自分が周りの人に役立っていることや周りの人の存在の
大きさに気付くようにする。 
学習に対する意欲や良好な友人関係においての影響が大きいことから、学習や友人関

係の構築についての支援による効果が期待できる。 
 

Ｃ 関係の中での自己  
今の自分を受け止め、自分の可能性について気付くようにする。 
学校では進路指導おいての影響が大きいことから、キャリア教育などによる指導の効果

が期待できる。 

資料３ 
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（２）アンケート実施期間 

山田小学校独自の自尊感情尺度を作ることも考えたが、ABC という３つの尺度に分類ができる東京都

版の自尊感情尺度を本校では採用することにした。そして、本校でもこの尺度を使い児童の実態を確認し

た。 

全児童を対象に１回目を令和５年６月に、２回目を令和６年２月に、３回目を令和６年７月に実施した。質

問項目は低学年と高学年に分かれており、それぞれ22項目に対して４件法尺度で回答する。各学年の１回

目の結果は下記のレーダチャートのとおりである。また、本校では東京都版自尊感情尺度に加えて、質問項

目によっては自由記述ができる欄を設けた。 

 

 

 

 

 

資料４ 東京都自尊感情測定尺度（高学年用） 

質問に対して，自分の気持ちに近い数字に○をつけてください。

私は今の自分に満足している

私は自分のことが好きである

自分はダメな人間だと思うことがある

私は自分という存在を大切に思える

私は今の自分は嫌いだ

自分には良いところがある

自分は誰の役にも立っていないと思う

私は人と同じくらい価値のある人間である

人の意見を素直に聞くことができる

私は人のために力を尽くしたい

私はほかの人の気持ちになることができる

私には自分のことを理解してくれる人がいる

人に迷惑がかからないよう、いったん決めたことには責任を持って取り組む

自分のことを見守ってくれている周りの人々に感謝している

私には自分のことを必要としてくれる人がいる

人と違っていても自分が正しいと思うことは主張できる

自分の中には様々な可能性がある

私は自分の判断や行動を信じることができる

私は自分の長所も短所もよく分かっている

私には誰にも負けないもの（こと）がある

私は自分のことは自分で決めたいと思う

私は自分の個性を大事にしたい

Ａ
自
己
評
価
・
自
己
受
容

Ｃ
自
己
主
張
・
自
己
決
定

Ｂ
関
係
の
中
で
の
自
己

「あてはまる」場合は４，「どちらかといえばあてはまる」場合は３，どちらかというとあては

まらない」場合は２，「あてはまらない」場合は１を○でかこんでください。

【自尊感情測定尺度（東京都版）】　　　　　　高学年用
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（３）アンケート結果 

学年のアンケート結果 

１年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３年生 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 １回目と２回目を比較すると A、B、C の３つの観

点で低下していたが、３回目では３つの観点が上

昇している。児童数３人で、アンケート結果が低い

児童がおり、個別対応が必要である。 

  １回目と２回目では３つの観点が低下していた

が、３回目では３つの観点が上昇している。特に、Ｂ

の「関係の中での自己」は、３回目がもっとも高く

なっており、集団の中での個々の良好な関係性が

構築されてきていると捉えることができる。 

 A、B、C の３つの観点すべてにおいて、高い数値

であった。低学年は、自己を客観的に見ることがで

きないため、自己評価力が十分に身に付いておら

ず、全体的に高い数値となったと捉えることができ

る。 

 

 １回目 ２回目 ３回目 

A 自己評価・自己受容 3.00 2.54 2.96 

B 関係の中での自己 3.43 3.05 3.10 

C 自己主張・自己決定 3.38 2.62 2.95 
 

 

 １回目 ２回目 ３回目 

A 自己評価・自己受容 3.65 3.29 3.46 

B 関係の中での自己 3.64 3.60 3.71 

C 自己主張・自己決定 3.43 3.36 3.40 
 

 １回目                 2回目                3回目 

 １回目                 2回目                3回目 

１回目 

 

 １回目 ２回目 ３回目 

A 自己評価・自己受容 3.72   

B 関係の中での自己 3.79   

C 自己主張・自己決定 3.93   
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 １回目                2回目               3回目 

４年生 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

全体的にバランスのよい結果となっている。A の

「自己評価・自己受容」が最も上昇しており、自分

を肯定的に捉えることができる児童が増えている

ことが分かる。 

 Ａ、Ｂの２つの観点で回を重ねるごとに上昇してい

る。特に、Ｂの「関係の中での自己」は、３回目がも

っとも高くなっており、集団の中での個々の良好な

関係性が構築されてきていると捉えることができ

る。 

 

A、B、C３つの観点において、６年生が最も上昇

の幅が大きく、バランスのよい結果になっている。さ

まざまに取組を通して、学校のリーダーとして自信

をもって取り組んできた成果であると捉えることが

できる。 

 

 １回目 ２回目 ３回目 

A 自己評価・自己受容 3.19 3.38 3.41 

B 関係の中での自己 3.36 3.50 3.29 

C 自己主張・自己決定 3.46 3.39 3.21 
 

 

 １回目 ２回目 ３回目 

A 自己評価・自己受容 2.63 2.84 2.97 

B 関係の中での自己 3.25 3.39 3.75 

C 自己主張・自己決定 2.86 3.04 3.00 
 

 

 １回目 ２回目 ３回目 

A 自己評価・自己受容 2.72 2.90 3.36 

B 関係の中での自己 2.98 3.33 3.52 

C 自己主張・自己決定 2.98 2.90 3.27 
 

 １回目                 2回目                3回目 

 １回目                2回目               3回目 
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東京都の自尊感情の研究では、「低学年は自分を客観的に捉えることが難しく、自尊感情が高くなる

傾向がある。」と言われており、本校の結果でも１～３年生は比較的高い数値が示された。一方、４年生以

上になると、「自己評価」や「自己主張」における数値が徐々に減少していく傾向があると言われる。この

ことは、自尊感情における先行研究のとおりであった。さらに、個々の児童を見ていくと、自尊感情の低い

児童がおり、支援の必要性がある結果となった。 

 

個人のアンケート結果  

  

 

 

 

 

 

 

６年 男児 

３年生の時に他市から転入してきた。何事にも不安を抱えるタイプであり、４年生時には、心療内科を

受診することもあった。５年時に行った 1回目の測定でも、A、Ｃの項目で低い結果となっていた。 

６年時、同級生や教職員から称賛される機会が増えたことをきっかけに自信をつけるようになった。また、

保護者の後押しもあり、運動会の応援団長、少年の主張発表などに立候補し、大役を果たすことができ

た。その結果が 3回目の結果に表れている。 

資料 5は児童が 1学期に書き溜めためあての振り返りをデータ化し、テキストマイニング（定型化され

ていない文章の集合であるテキストデータを分析し、有用な情報を抽出する手法）で分析した結果であ

る。中心に「めあて」があるように、常にめあてを意識して生活したことが分かる。また、資料６のポジネガ

分析(与えられたテキストにポジティブな発言が多いか、ネガティブな発言が多いかの度合い)のように、

ポジティブな振り返りをしていることが分かり、感情も「喜び」の振り返りが多く、１学期前向きに生活した

様子が窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料５ ６年男子児童テキストマイニング分析結果 
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６年 女児 

 

 

 

 

 

 

１年時から、遅刻や欠席が目立ち、何事に対しても後ろ向きの発言が多い児童であった。学力では支援が

必要で、これまでなかなか授業中に活躍することが難しい実態であった。５年３学期頃から、学習を中心に級

友と交流する中で認められたり、称賛されたりする機会が増え、何事にも意欲的に挑戦するようになってきた。

特に、積極的に地域のボランティアに参加する姿が多く見られ、学校だけでなく地域の方からの称賛を受ける

機会も増えた。資料７のテキストマイニングの結果では、級友の名前が多く、級友との関わりが自尊感情の高

まりに大きく関係していることが分かる。また、資料8のように、自尊感情の高まりが全てではないが、学力が大

幅に向上している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８ ６年女子児童漢字の推移 

資料６ ６年男子ポジネガ分析結果 

資料７ ６年女子児童テキストマイニング分析結果 
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２ 研修の実施 

研究１年目は、自尊感情について、教職員の研鑽を積むために、外部講師を招いた研修を行った。１回目

は東京都教職員センターの川島指導主事に自尊感情について、２回目は木村栄指導教諭に特別支援教育

及びユニバーサルデザインについて、３回目は長崎大学大学院教育学研究科の松下裕之非常勤講師に人

権教育について講義を行っていただいた。各研修で指導していただいた内容や実践は以下の「授業の実

践」、「授業外の実践」で紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

長崎大学大学院教育学研究科・松下裕之非常勤講師による人権教育 

木村栄指導教諭による特別支援教育及びユニバーサルデザインの研修 

東京都教職員センター川島指導主事による自尊感情を高める教育について(オンライン研修) 
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３ 授業での取組 

「道徳科・６年 上村さんのちょうせん」 

６年の道徳科では、ムーブノートを活用した授業を行った。 

アンケートを導入と終末で行ったが、資料９のように、ムー

ブノートのスタンプ集計を使用することで、児童の考えの変容

を教師と児童が即座に確認できた。また、児童がノートに自

分の意見を書いた後に、それぞれに肯定的な意見を書く時間

を設けた。「〇〇さんの●●の部分は素敵だね。」など、直接

相手への言葉かけがあり、自信をもって、その内容を発表す

る姿が見られた。45分の中で友達と意見を交換し、認め合う

ことができた。終末では、あきらめそうな自分へのメッセージを発表し、学級全員が拍手を送るなど、一人

一人が輝き、自尊感情を高める授業となった。課題として、ムーブノートを多用することで、授業前半は児

童があまり発言することがない展開となった。 

授業での取組では自尊感情を高める手立てとして、教材・教具の工夫、指導形態の工夫を行った。主に

ICT 機器の活用として、ムーブノートやオクリンクを中心に教材を作成した。以下、研究授業で使用しての

ICT機器のメリットとデメリットを記載する。 

 

４・５年生 算数科 「４年：面積のはかり方と表し方 ５年： 図形の角を調べよう」 

４・５年生の算数科の学習では、オクリンクを使った学習を行った。資料１０のように、学習の終末に本時

の振り返りをオクリンクにまとめ、次時にそのカードを使って、前時の振り返りを行った。 

支援が必要な児童も前もって自分のカードを準備しておくことで、意欲的に学習に参加することができ

るため、多くの児童が積極的に前に出て説明を行うことができた。また、自力解決や練習問題の際もオク

リンクを活用することで、児童の進み具合を素早く把握することができ、適宜、指導を行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メリット デメリット 

・ 児童同士もパソコン上で全員の意見を素早く把

握できる。さらにコメント等も自席から送ること

ができ、自分の意見への自信がもてる。 

・ アンケートの事前と事後など、簡単に集計がで

き、終末で比較が容易にできる。 

・ パソコンのスキルの差が出る。 

・ じっくりと考える時間が取れない。 

資料１０ 児童がオクリンクを使って作成した学習のまとめの一部 

４年 ５年 

資料９ スタンプ集計 
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４・５年生 特別活動 「宿泊学習がんばった会」 

４・５年生では、宿泊学習終了後に、友達のがんばったところ、

良いところを伝え合う活動を行った。活動当初は、友達から褒め

られてうれしいという感想が多かったが、「次の行事では、友達の

〇〇な気持ちがうれしかったとか書いたらどうかな？」と発言する

児童もおり、具体的な良さを認め合えるようになってきている。行

事の後や学期末などに繰り返し行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業外での取組 

授業外での取組では、校内の掲示の工夫として、互いに認め合ったり、友達の良さを見つけたりする取組

を行った。また、ユニバーサルデザインの視点として、自主学習の様式を統一したり、コグトレを導入したりし

た。特に授業外での取組では、「やりっぱなし」、「させっぱなし」にせず、PDCAC サイクル※１を意識して行っ

た。活動後は児童へフィードバックを行い、次のめあてや目標の設定、動機づけにつなげた。 

※1 ＰＤＣＡＣサイクルとは、ＰＤＣＡサイクルに取り組んだあと、さらにＣｈｅｃｋを重視した本校独自のサイクルである。 

 

「全校での活動：笑顔いっぱいワンダフォー」 

掲示教育の工夫として全校児童の「素敵なところ探し」を行った。２学期の代

表委員会において、児童から「友達の良いところを探す活動をしたい。」という提

案があり、デザインや方法などを児童が主体的になって決定をした。児童が書く

内容は、①友達の良いところ、②自分のよいところ、③学校のためにしたことの３

つに分類をして書くようにした。自分のがんばりを自分で認めること、他者を意識

すること、所属感を高めることに視点をおき、掲示教育を行うことができた。学級

の友達だけでなく、異学年から互いを認め合うメッセージを書くことで、日頃と違

う充実感を味わうことができた。また、自分たちで計画したものを進めていくなど、

児童が主体となって活動することができた。掲示されたメッセージを校内放送で

発表したり、年度末には児童それぞれのメーセージを集めたカード集を作成して

児童に配布したりするなど、活動の意欲付けにつなげた。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

「笑顔いっぱいワンダフォー」  

P 自己評価、他己評価できる取組をしたい。 

D 自分、友達、学校のために行った取組について記入する。 

C 記入状況を確認する。 

A コメントを放送で発表したり、１冊のファイルにまとめ、児童に返却したりする。 

C 記入状況とコメント内容を確認、教師の励ましの言葉を記入する。 

 

代表委員会の様子 

掲示の様子 
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「学期のめあてと一日の振り返り」 

児童がめあてや目標への達成感を感じ、視覚的に達成できたことがわかるようにするために、学期の

めあての立て方や振り返りの工夫を行い、全校で統一した。 

めあての立て方の工夫では、学期の初めに、資料１１のように一覧リストを配付し、児童が自分の実態

に応じためあてを選べるようにした。振り返りの工夫では、資料１２のように、毎日、児童がめあてや生活に

ついて振り返りを行い、全校職員で分担しコメントを記入した。また、資料１３のように、児童はめあてを達

成すると、次のめあてに更新できるようにした。他者との比較ではなく、自分のペースで、次のめあてを選

べるようにしている。また、担任だけでなく、多くの職員からコメントをもらうことで、達成感に加え、次のめ

あてへの意欲の向上へとつながった。これに加え、月末には生活目標・給食目標の振り返りカードを追加

し、１カ月の生活を振り返ることも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

【高学年ちょうせん表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生活目標・保健目標・給食目標」  

P 毎月、目標をもって生活してほしい。 

D 月毎に生活目標、保健目標、給食目標を設定する。 

C 全校朝会で月目標を確認したり、月末に各学級で振り返りをしたりする。 

A 取組結果を放送で発表したり、できていない状況について、振り返りを行う。 

C 記入状況とコメント内容を確認する。 

 

笑顔いっぱいワンダフォーの掲示

板 

年度末に作成したメッセージカード集 
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【低学年ちょうせん表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11 児童に提示した学習と生活の挑戦表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料 13 児童が立てためあて 資料 12 ふりかえりカード 
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ユニバーサルデザインの視点 

自尊感情を高める方法の１つとして、前述のように学力への働きかけが有効であると言われている。学

力向上や学力の定着を目標として、資料１４のように自主学習の様式を全校で統一した。漢字、計算、ア

ルファベット、作文、意味調べなど、１枚のプリントで、少しずつ毎日学習を積み重ねることで、学習の定着

を目標としている。様式を統一して取り組んだが、内容や量については、学級や個人で見直しを行い、改

善を図った。 

また、「コグトレ」を導入し、認知機能強化トレーニングを行った。認知機能トレーニングは、自尊感情に

関連する「自己効力感」を高めることが期待される。コグトレは学習の土台である認知機能を児童がゲー

ム感覚で楽しみながらトレーニングすることができ、主に朝の時間等に積極的に活用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自学」  

P 自分で自学の内容を決めることができるようになってほしい。 

D 自学の型を提示する。 

C 自学の取り組み内容を確認する。 

A 毎日、振り返りを行い、励ましのコメントを書く。 

C 自学の量、自学の内容、自学の時間を工夫する。 

 

資料 1４ 自主学習の様式 
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５ 生活面での取組 

「メディアコントロールチャレンジ・ほけんだより」 

生活習慣や睡眠が自尊感情と相関関係があることが指摘されている。本校では生活習慣を見直す活

動として、「メディアコントロールチャレンジ」を、毎週木曜日に年間を通じて実施している。資料１５のよう

に、昨年度から「メディアコントロールカード」の中に自尊感情に関連したことを記載する欄を設け、児童

だけでなく、保護者の協力も得ながら取り組んでいる。保護者のコメントを見て喜んだり、学活や朝の会

の時間にお互いに発表し、互いの良さを知ったりする機会となった。また、定期的に、「ほけんだより」で自

尊感情に関する内容を発信している。カードには保護者からの温かい言葉が多く、日頃、学校では把握し

づらい児童のがんばりなどを発見する機会ともなり、自尊感情の高まりにつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 15 メディコンカード 

「メディアコントロールチャレンジ」    

P 家庭との連絡調整の場がほしい。 

D メディアコントロールチャレンジを行う。 

C 取組状況とコメントを確認する。 

A 取組結果を放送で発表したり、保護者からのコメントを保健だよりで伝えたりする。 

C 取組状況とコメントを確認する。 
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ファミリープログラムの実施 

自尊感情を高めるためには、学校だけでなく、保護者の協力が必要である。そこで、ファミリープログラ

ムを活用し、これまでに２回、「自尊感情を育むための子供の肯定的な叱り方」などをテーマに設定し、保

護者、教職員がグループを組み、研修会に参加した。子供を叱るときに、「○○しなさい」ではなく、「○○

してくれるとうれしいな」など、自尊感情を大切にする叱り方を家庭と共有できたことは大変有意義であっ

た。 

また、学校保健委員会の取組として、「自己肯定感を育む子育て」と題して、長崎県立大学相談室スク

ールカウンセラー伊藤勢津子様にご講演いただいた。発達、思春期、睡眠と自尊感情の関わりについて、

ご示唆いただき、保護者との共通理解を図ることができた。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ファミリープログラム」  

P 家庭と学校が連携してよりよい教育を目指したい。 

D ファミリープログラムを依頼し、実践する。 

C 家庭と学校で、子供への肯定的な叱り方について共通理解を図る。 

A 学校だよりで共通理解を図る。 

C 家庭と学校で、実践したことを懇談会で議題にする。 

 

ファミリープログラムの研修会の様子 

学校保健委員会の講演の様子 
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１ 授業改善・協働的な学習について                                                   

（児童にあった課題、教具・教材・ICT 機器の活用、学習形態の工夫、ユニバーサルデザイン） 

 

□成果 

〇  ICT 機器を効果的に活用することで、児童が意欲的に活動し、主体的・協働的な学習へつなげるこ

とができた。また、児童が学習内容をまとめる過程で、Chromebook を活用してまとめることを通して、

理解が不十分だったところを再確認することができた。発表でも活用できる場面が多くあり、自信につ

ながった。 

○  かがやきタイムで、基礎計算プリントや児童の実態にあった課題に取り組んだり、全校で形式を揃え

た自主学習ノートや本読み計算に取り組んだりすることで、基礎学力の向上につながった。 

〇  自分が設定した目標について、定期的に振り返ることで、スモールステップを踏みながら前向きに取

り組むことができた。 

 

□課題 

●  ICT機器とノート等、デジタルとアナログをうまく使い分けていくことが大切である。 

●  対話的な学習の場面では、活発な意見の交流に発展しないことがあった。 

●  これまで以上に自尊感情を高めていくためには、他教科との関連、家庭や地域との連携が必要であ

る。 

 

 

２ 所属感を深める環境づくりについて                                                 

（児童会活動、掲示物、環境の整備、学校行事の工夫、メディアコントロールによる生活習慣の見直し） 

 

□成果 

○  掲示は山田小学校オリジナルのものを行うことができた。代表委員会と関連して取り組むことができ、

自治的な活動になった。保護者にも記入してもらうなど、幅も広がりそうである。 

○  メディアコントロールカードには、「ありがとう」や「すてき発見」など優しく温かい言葉が記入されて

いる。メディコンでの取組を学級や放送で紹介してもらうことで、より効果的になっている。また、保護者

からの温かいコメントもやる気や自尊感情の向上につながっていると思う。 

 

□課題 

●  メディコンカードの中で、遅くまで習い事がある児童（全校児童の４分の１）の睡眠時間が短いこと

がわかった。睡眠時間が自尊感情に影響を与えるという指摘もあるので、保護者へ生活習慣の見直し

などの周知が必要だと感じた。  

 

 

Ⅲ 研究の成果と課題 
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３ 研究全般について                                                             

 

□成果 

○  自尊感情を高める様々な取組のなかで、様々な機会を通して認められる機会が多くなることで、積

極的に挑戦する児童が増えた。また、学力の向上、自信をつけた姿、他者を思いやる姿、生活習慣の改

善など、多くの児童の良い面が増えた。 

○  本校の研究の内容は特別なことではなく、どの学校でも実施していける内容だと思う。特に、職員が

意識を統一して取り組んだことが、児童の成長につながったと思う。 

○  通信等で、家庭にも子供たちの目標に向けての取組を発信していくことで、保護者からも子供たち

を認める声掛けが増えるなど連携を図ることができた。  

○  自分なりの目標設定をし、振り返る機会を定期的に設けることで、達成した喜びをそれぞれ味わうこ

とができている。また、振り返りのコメントを全職員で行うことで、全職員で児童に関わっている一体感

が生まれた。 

 

□課題 

●  自尊感情が高まったかどうかの指標をどのようにするのか。アンケートの結果だけでは、自尊感情の

高まりを評価することができない。評価が主観的になるので、難しい面がある。 

●  学年内で、自己評価・自己受容が低い傾向の児童もいるので、自分のよさを認めて自信につなげる

取組や自分が他の人の役に立っているという実感をもてるような場の設定、声かけ、称賛を続けていく

ようにする。 
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東京都教職員研修センター(2011).自尊感情や自己肯定感に関する研究(４年次) 

東京都教職員研修センター(2012).自尊感情や自己肯定感に関する研究(５年次) 

東京都教職員研修センター(2020).自尊感情や自己肯定感に関する調査研究(１年次) 

東京都教職員研修センター(2021).自尊感情や自己肯定感に関する調査研究(２年次) 
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鈴木健二(2021).学校経営に生きる５分でできる 小さな道徳授業２.日本標準 

鈴木健二(2023).学校経営に生きる５分でできる 小さな道徳授業３.日本標準 

中島輝(2019).書くだけで人生が変わる自己肯定感ノート.SB クリエイティブ株式会社 

内閣府(2013).我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 

広島大学附属東雲小学校(2024).新訂複式教育ハンドブック‐今，改めて考える複式教育のよさと課題‐東洋館出版社 
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□第３・４学年 学級活動学習指導案 

Ｐ21～26 

□第５・６学年 算数科学習指導案 

Ｐ27～36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



 

 

第３・４学年 学級活動指導案 

） 5 校 時
                           令和６年 11 月１日（金）５校時  

   平 戸 市 立 山 田 小 学 校       
   第 ３ ・ ４ 学 年 １ 組 1 0 名       
   授 業 者  木 寺  マ キ 子 

１ 題材 『なりたい自分に挑戦～未来の自分にステップアップ～』 

      学級活動（３）ア現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

 

２ 題材について 

（１）児童の実態 

本学級の児童は、自分のよさに気付かず自信がもてなかったり、自ら目標を立て目標達成に向け

て行動したりすることが苦手な児童が多い。令和５年度に実施した自尊感情に関するアンケートの

結果では「先生の話を聞けない、字が上手に書けない、忘れ物が多い」など自己に対して否定的な

記述が見られた。 

１学期において「学習・生活」の目標を実現させるために、より具体的なめあてを設定してきた。 

また、定期的に振り返ることで、達成に向けての手立てを考えたり、目標を達成した場合には、更

なる目標を設定したりして継続することの大切さを意識させてきた。 

自分の目標に向かって挑戦していく気持ちを高めるための一つの手段として、一日の終わりに、

自分や周りの人について振り返り、記録する活動を継続している。教師から認められたり、励まさ

れたりすることで自尊感情を高め、新たな挑戦へとつながることができるようになってきた。自分

で立てた「学習・生活」の目標についても一週間ごとにフィードバックするようにしている。 

【３年生 東京都版自尊感情尺度における３回分の結果】 

 

 

 

 

 

 

 

                    

【４年生 東京都版自尊感情尺度における３回分の結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケート実施日【1 回目（R5.6 月）、２回目（R6.2 月）、３回目（R6.7 月）】 

 １回目 ２回目 ３回目 

A自己評価・自己受容 3.65 3.29 3.46 

B関係の中での自己 3.64 3.60 3.71 

C自己主張・自己決定 3.43 3.36 3.40 

 １回目 ２回目 ３回目 

A自己評価・自己受容 3.19 3.38 3.41 

B関係の中での自己 3.36 3.50 3.29 

C自己主張・自己決定 3.46 3.39 3.21 

中学年という発達段階において自己を客観視できていないことも考えられ

るが、全体的に見て安定している。学習において支援を要する児童もいる中

で「B 関係の中での自己」においてわずかではあるが、ポイントの上昇がみ

られる。毎日の振り返りの場面で自己の成長を実感したり、周りの友達から

認められたりする場を設定したことが効果的であったと実感している。  

 
 １回目と２回目では３つの観点が低下していたが、３回目では

３つの観点が上昇している。また、Ｂ「関係の中での自己」は３

回目がもっとも高くなっており、役割分担等で固定化することが

ないよう指導した結果であると捉えることができる。 

「A自己評価・自己受容」がもっとも上昇した。「Ｂ関係の中での自己」、

「Ｃ自己主張・自己決定」においては低下しているものの、微減にとどまって

いる。ＢとＣが低い理由として、4 人という少人数で人間関係が固定化されて

いることが原因の一つと考えられるが、行事などにおいて責任を果たせるよう

な役割を設定し、友達との関わりの中で自己受容できるようにしている。 
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（２）題材設定の理由  

本題材は、個々の児童の将来に向けた自己実現に関わるものであり、一人一人の主体的な

意思決定に基づく実践につなげることをねらいとしている。学習指導要領では、学級活動

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」において資質・能力を育成することとして『自

己の生活や学習の課題について考え、自己への理解を深め、よりよく生きるための課題を見

いだし、解決のために話し合って意思決定し、自己のよさを生かしたり、他者と協力したりして、

主体的に活動することができるようにする。』と示されている。 

自分自身のよさや成長に気付き、なりたい自分に近づくために、どのような取組をするとよい

かを考え、具体的な行動目標を設定することで、なりたい自分に少しずつ近づき自己理解を深め

ることができることを目指して、本主題を設定した。 

そのために、話し合いを通して、他者の意見も踏まえながら、自分自身がかんばることを意思

決定できるようにしたい。集団の中で多くの人と関わりながら、自分のよさや可能性に気付き、

よさを生かして様々な役割を果たしたり、努力を繰り返したりすることの大切さについて考える

ことを通して主体的に行動できる児童を育成することができると考える。 

 

３ 第３学年及び４学年の評価基準 

観
点 

よりよい生活や人間関係を 

築くための知識・技能 

集団の一員としての話し合い 

活動や実践活動を通した思考・ 

判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

評
価
規
準 

働くことや学ぶことの意

義を理解するとともに、自己

のよさを生かしながら将来

への見通しをもち、自己実現

を図るために必要な知識や

行動の仕方を身に付けてい

る。 

自己の生活や学習への課題につ

いて考え、よりよく生きるための

課題を見いだし、解決のために話

し合って意思決定し、自己のよさ

を生かしたり、他者と協力したり

して、主体的に活動している。 

 現在及び将来にわたってよりよ

く生きるために、自分に合った目

標を立て、自己のよさを生かし、

他者と協働して目標の達成を目指

しながら、主体的に行動しようと

している。 

 

 

. 
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４ 学習過程 

 

学
習

過
程 

学習内容 実践活動 

①
課
題
・
確
認 

・自分のよさについて自分を知る。 

・自分のよさについて他者から教えてもらう。 

・今日のふり返り（ステップ・アップ） 

 ※一日過ごして頑張ったこと、嬉しかったこと 

  友達のよかった所などを記録する。 

・帰りの会での認め合う活動を行う。 

(いいこときらりん) 

・全校での他者を認め合う活動を行う。 

(ワンダフォーの掲示板) 

③
解
決
方
法
の
決
定 

②
解
決
方
法
等
の
話
し
合
い 

・自己理解を基にして、自分の目標を設定す

る。 

（話し合い→個人目標の意思決定） 

※学期初めの４月・９月・１月に自己の目標

を設定する。 

・目標を立て、振り返りカードで振り返り、今後

の見通しをもつ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④
決
め
た
こ
と
の
実
践 

・週末にめあての達成状況を確認し、達成で

きている場合は新たな目標を設定し、次なる

課題解決に向けて考える。 

・１週間の自分の行動を数値目標で確認する。 

・11月：話し合いを通して他者からの評価を

もらいながら、成果や課題を明らかにし、次

の課題解決に向けて行動する。（本時） 

・保護者と連携を図りながら、目標の設定や、達

成するための手立てを考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
振
り
返
り 

・振り返りをして、自分のよさや成長に気付
く。 
・目標の再設定を行う。 
・よさや成長を今後に生かす気持ちをもつ。 

・自己のがんばりや成長したことなど、他者から

認められる場を効果的に設定していく。 

・教師のコメント 

・他の先生方からの 

コメント 

・保護者からのコメント 
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５ 本時の指導 

（１）自尊感情を高めるための視点 

   〇 学習内容で高めるための視点 

       本活動は、自己の生活や学習の課題について考え、自己への理解を深める。自己の課題解決のた

めに他者と話し合って協力することで、よりよい課題を見出し、実践へとつなげることができる。 

〇 指導方法で高めるための視点 

これまでの目標達成のための手立てとして、達成の様子を数値化されたものについて振り返らせる。

その際、個人の結果について ICT を活用し、視覚的に確認することで個々の意思決定へと向かって

いこうとする気持ちを高める。 

（２）本時の目標 

これからの学級や学校生活に希望や目標をもち、自分なりのめあてをもって学校生活を送ることが

できるようにする。 

（３）本校の学校教育目標との関連 

 

 

 

 

 

 

 

【学びに向かう力と本校の学校教育目標との関連】 

 学びに向かう力と学校教育目標の具現化を、本時では以下のように考える。 

やさしい子 …関「よりよい生活や人間関係をつくろうとする態度」 

友達の意見に傾聴し、どんな意見も否定せずに共感しようとする姿 

かしこい子 …主「主体的に学ぶ態度」 

進んで自分の考えを発表する姿 

客「自分を客観的に把握する力」 

自分の考えとの違いや共通点を見つけようとする姿 

たくましい子…律「自分を律する力」 

友達の意見をもとに、前向きに努力しようとする姿 
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（４）展開 

 

 

過
程 

学習活動 指導上の留意点 
自尊感情を高めるために 

目指す姿 

導
入
（
つ
か
む
）
⑮ 

【課題の把握】 

○ 二学期の学習・生活の様子を

振り返り、がんばったことやで

きるようになったことを発表す

る。 

○ 児童の成長やよさを友達と共

有し、認め合う。 

 

  

・二学期の様子を称賛することで

個々の意思決定への意欲をもつ

ことができるようにする。 

・今の自分とこれからの自分との

つながりについて課題をもたせ

る。 

 

 

 

ICT→二学期のふりかえ

り「ステップ・アップ」【デ

ータ】を見る。 

◇やさしい子 

 関友達の意見に傾聴し、

どんな意見も否定せ

ずに共感しようとす

る姿 

展
開
（
さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る
）
⑳ 

【可能性への気付き】 

○ 二学期の目標（学習・生活）

について成果や課題を明らかに

し、課題解決について考えたり、

新たな目標を設定したりする。 

（個人） 

 

 

 

 

【解決方法等の話し合い】 

○ 話し合いを通して他者からの

評価をもらいながら、「なりた

い自分」を追求するためにでき

ることなどを友達と話し合って

考えを広げ、更に強い意思決定

になるようにする。 

 （ペア） 

・自分が立てた目標を振り返るこ

とで、自分のよさや成長を自覚し

たり、課題についても気付いたり

するなど、これからの実践に向け

て目標を再設定する。 

・できた→新たな目標を考えよう 

・あと一歩→どこを工夫すればよいか考えよう 

・自分で考えることが難しい児童

については、目標のリストを参考

に考えさせる。 

 

・具体的な行動目標を考えるた

め、ペアの児童と話し合う時間を

設ける。 

・友達の意見を肯定的に捉え、称

賛し合う雰囲気作りを心がける。 

 

 

◇かしこい子 

主進んで自分の考えを

発表する姿 

客自分の考えとの違い

や共通点を見つけよ

うとする姿 

 

終
末
（
決
め
る
）
⑩ 

【個人目標の意思決定】 

○ なりたい自分になるために、

課題解決について振り返った

り、更なる具体的な目標などに

ついて考えたりしたことを発表

し、実践への強い決意をもつ。 

 

・アドバイスをもらった時の気

持ちなどを想起させ、決意をも

たせる。 

◇たくましい子 

律友達の意見をもとに、

前向きに努力しよう

とする姿 

 

めあて なりたい自分に近づくために目標をふり返ろう。（学習・生活） 
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（５）板書計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６)座席 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年③ 

３年④ 

３年② 

３年⑥ 

３年① 

４年③ ４年④ ３年⑤ 

４年② ４年① 

  

 

 

 

                 

 

 

                  

○めなりたい自分に近づくために目標をふり返ろう。 

つかむ 

二学期のふりかえり 

【がんばったこと 】 

【できるようになったこと】 

【気づいたこと】 

・ずっとめあてを意識してがんばることがで

きた。 

・達成できてよかった。 

・続けてがんばることができた。 

・まだ、達成していないのでがんばりたい。 

 

さぐる 

できた→新たな目標を考えよう。 

あと一歩→どこを工夫すればよいか考えよう。 

なりたい自分 

 「自分のことは自分でできるようになりたい。」 

→（学習）〇〇…… 

→（生活）〇〇…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見つける 

決める 

目標に向かって挑戦しよう！ 

『なりたい自分に挑戦～未来の自分にステップアップ』 
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１
．
単
元
名

 

「
図
形
の
角
を
調
べ
よ
う
」

 

２
．
単
元
に
つ
い
て

 

（
１
）
単
元
観

 

 
 
本
単
元
は
学
習
指
導
要
領
に
以
下
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

 

    

            

１
．
単
元
名

 

「
比
例
の
関
係
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う
」

 

２
．
単
元
に
つ
い
て

 

（
１
）
単
元
観

 

 
 
本
単
元
は
学
習
指
導
要
領
に
以
下
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

 

               

 

令
和
６
年

1
1
月
１
日
（
金
）
５
校
時

 
 

 

平
戸

市
立

山
田

小
学

校
 

第
６

学
年

１
組

 
９

名
 

 
 

 
 

 

第
５

学
年

１
組

 
４

名
 

 
 

 
 

 

授
業

者
 

髙
橋

 
祐

一
 

 
 

 
 

 

 

第
６
学
年

 A
数
と
計
算

 
（
２
）

 
数
量
の
関
係
を
表
す
式
に
関
わ
る
数
学
的
活
動
を
通
し
て
、
次
の
事
項

 
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

 
  

ア
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

  
（
ア
）

 
数
量
を
表
す
言
葉
や
□
、
△
な
ど
の
代
わ
り
に
、

a、
x
な
ど
の
文

字
を
用
い
て
式
に
表
し
た
り
、
文
字
に
数
を
あ
て
は
め
て
調
べ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
イ

 
次
の
よ
う
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

 
（
ア
）

 
問
題
場
面
の
数
量
に
関
係
に
着
目
し
、
数
量
の
関
係
を
簡
潔
か
つ

一
般
的
に
表
現
し
た
り
、
式
の
意
味
を
読
み
取
っ
た
り
す
る
こ
と
。

 
 

C
変
化
と
関
係

 
（
１
）

 
伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
に
関
わ
る
数
学
的
活
動
を
通
し
て
、
次
の

 
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

 
ア

 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

  
 

（
ア
）

 
比
例
の
関
係
の
意
味
や
性
質
を
理
解
す
る
こ
と
。

  
 

 
（
イ
）

 
比
例
の
関
係
を
用
い
た
問
題
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
知
る
こ
と
。

  
（
ウ
）

 
反
比
例
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
。

  
イ

 
次
の
よ
う
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

 
（
ア
）

 
伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
を
見
い
だ
し
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
に

着
目
し
、
目
的

 
に
応
じ
て
表
や
式
、
グ
ラ
フ
を
用
い
て
そ
れ
ら
の
関

係
を
表
現
し
て
、
変
化
や
対
応
の
特
徴
を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
を
日
常
生
活
に
生
か
す
こ
と
。

 
  

第
５
学
年

 Ｂ
図
形

 

（
１
）

 
平
面
図
形
に
関
わ
る
数
学
的
活
動
を
通
し
て
、
次
の
事
項
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

 

 
 
ア

 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

  

（
イ
）

 
三
角
形
や
四
角
形
な
ど
多
角
形
に
つ
い
て
の
簡
単
な
性
質
を
理

解
す
る
こ
と
。

 
 

イ
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

 

（
ア
）

 
図
形
を
構
成
す
る
要
素
お
よ
び
図
形
間
の
関
係
に
着
目
し
、
公

正
の
仕
方
を
考
察
し
た
り
、
図
形
の
性
質
を
見
出
し
、
そ
の
性
質

を
筋
道
を
立
て
て
考
え
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
。

 

第
５
・
６
学
年

 
算
数
科
学
習
指
導
案
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第
３
学
年
で
は
、
三
角
定
規
を
用
い
た
直
接
比
較
を
通
し
て
、
角
の
大
き
さ
の
相

当
や
大
小
に
つ
い
て
学
習
し
、
第
４
学
年
で
は
、
角
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
回
転
の
大

き
さ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
学
習
し
て
い
る
。

 

本
単
元
で
は
、
三
角
形
を
構
成
す
る
要
素
の
１
つ
と
し
て
、
角
の
大
き
さ
に
着
目

さ
せ
、
そ
の
数
量
的
な
関
係
か
ら
、
三
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
が
一
定
で
あ
る
こ
と

に
気
付
か
せ
て
い
く
。
本
単
元
で
、
育
て
た
い
資
質
・
能
力
は
図
形
の
性
質
を
演
繹
的

に
考
え
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
帰
納
的
に
調
べ
て
分
か
っ
た
「
三
角
形
の
内
角
の

和
が

1
8

0
°
」
と
い
う
こ
と
を
使
っ
て
、
四
角
形
の
内
角
の
和
を
説
明
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
ま
た
、
「
四
角
形
は
、
三
角
形
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
」
と
い
う
考
え
を

基
に
五
角
形
や
六
角
形
に
つ
い
て
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
の
考
え
を

引
き
出
し
た
い
。

 

 

（
２
）
児
童
観

 

       授
業
中
、
自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
、
問
題
を
解
い
た
り
す
る
こ
と
に
は
意
欲
的
な

も
の
の
、
内
向
的
な
児
童
が
多
く
、
発
表
に
つ
い
て
は
消
極
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

答
え
を
導
き
出
し
て
い
る
も
の
の
、
自
信
が
も
て
ず
、
発
言
で
き
る
児
童
が
少
な
い
。

一
方
、
ペ
ア
学
習
な
ど
で
は
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
尊
感
情
尺

度
の
結
果
に
お
い
て
も
、
「

A
 
自
己
評
価
・
自
己
受
容
」
「
Ｃ

 
自
己
主
張
・
自
己
決

定
」
が
低
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
授
業
中
に
お
け
る
発
表
の
機
会
や
複
式
学

習
で
の
ガ
イ
ド
学
習
を
通
し
て
、
数
値
の
改
善
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
み
ん
な
の
前
で
考
え
を
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

 

 

第
５
学
年
で
は
、
表
を
横
に
見
な
が
ら
、
あ
る
数
が
２
倍
、
３
倍
、
…
に
な
る
と
、

も
う
一
方
も
２
倍
、
３
倍
…
に
な
る
と
き
の
関
係
を
『
○
は
□
に
比
例
す
る
』
と
い
う

と
、
比
例
の
定
義
を
し
、
用
語
「
比
例
」
を
学
習
し
た
。

 

第
６
学
年
で
は
、
比
例
の
意
味
や
性
質
、
比
例
の
利
用
、
さ
ら
に
反
比
例
に
つ
い
て

知
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
伴
っ
て
変
わ
る
２
つ
の
数
量
を
見
出
し
、
目

的
に
応
じ
て
表
、
式
、
グ
ラ
フ
を
活
用
し
、
問
題
を
解
決
す
る
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
６
学
年
で
は
、
比
例
の
関
係
を
用
い
た
問
題
解

決
の
方
法
を
生
活
に
生
か
す
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
生
活
で
比
例
関
係
に
あ
る

数
量
を
見
出
す
こ
と
で
、
直
接
調
べ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、
非
効
率
的
で
あ
っ
た

り
す
る
場
面
に
お
い
て
も
、
問
題
を
解
決
す
る
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
。
問
題

解
決
の
方
法
や
正
確
さ
な
ど
の
結
果
を
振
り
返
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
目
的
に
よ
り
適

し
た
も
の
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
積
極
的
に
比
例
の
関
係
を
活
か
そ

う
と
す
る
態
度
を
養
っ
て
い
く
。

 

 

（
２
）
児
童
観

 

 

     

 

自
尊
感
情
尺
度
の
結
果
で
は
「

A
 
自
己
評
価
・
自
己
受
容
」
が
最
も
低
く
、
自
分

を
肯
定
的
に
受
け
と
め
る
児
童
が
少
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
学
習
意
欲
は
あ
り
、
学

習
規
律
も
身
に
付
い
て
い
る
が
、
自
分
の
考
え
に
自
信
が
も
て
な
い
児
童
が
お
り
、

上
位
の
児
童
が
学
習
を
リ
ー
ド
す
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
習
に
お
い
て
は

IC
T
を
活
用
し
、
児
童
が
自
分
の
考
え
や
意
見
を
学
級
内
で
交
流
し
た
り
、
振
り
返

り
を
し
た
り
す
る
活
動
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
低
位
の
児
童
も
意
欲
的
に
参
加

し
、
自
分
の
考
え
を
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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令
和
６
年
度
長
崎
県
学
力
調
査
で
は

算
数
、
国
語
と
も
に
長
崎
県
お
よ
び
平
戸

市
の
平
均
を
上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。
特

に
算
数
は
大
幅
に
超
え
て
い
た
。
し
か

し
、
本
単
元
に
お
け
る
レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス

ト
の
結
果
で
は
、
正
三
角
形
の
性
質
（
角

の
大
き
さ
）
を
問
う
問
題
は
１
名
の
み
正

解
で
、
既
習
事
項
が
定
着
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

 

                   

令
和
６
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で

は
算
数
、
国
語
と
も
に
、
全
国
お
よ
び
長
崎
県

の
平
均
を
下
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。
学
級
内
で

学
力
は
二
極
化
し
て
お
り
、
学
習
の
基
礎
的
な

内
容
が
定
着
し
て
い
な
い
児
童
が
３
分
の
１

い
る
。
本
単
元
に
お
け
る
、
レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス

ト
の
結
果
で
は
、
比
例
の
関
係
を
式
に
し
た

り
、
対
応
す
る
値
を
求
め
た
り
す
る
問
題
の
正

答
率
が
低
か
っ
た
。
さ
ら
に
問
題
に
よ
り
正
答

数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
定
着
が
不
十
分
な
児

童
が
多
い
。

 

 

                 

問
題

 
問
題
の
ね
ら
い

 
正
答
率
（
４
人
）

 

１  

①
 

二
等
辺
三
角
形
の
性
質
を
理
解
し
て
い
る
か
。

 
1

0
0
％

 

②
 

正
三
角
形
の
性
質
を
理
解
し
て
い
る
か
。

 
2

5
％

 

③
 

半
回
転
の
角
度
を
理
解
し
て
い
る
か
。

 
1

0
0
％

 

④
 

４
直
角
の
角
度
を
理
解
し
て
い
る
か
。

 
1

0
0
％

 

２  

①
 

二
等
辺
三
角
形
を
弁
別
で
き
る
か
。

 
1

0
0
％

 

②
 

正
三
角
形
を
弁
別
で
き
る
。

 
1

0
0
％

 

３  

①
 

三
角
定
規
の
角
の
大
き
さ
が
わ
か
る
か
。

 
7

5
％

 

４  

①
 

半
回
転
か
ら
、
角
度
を
求
め
る
。

 
1

0
0
％

 

②
 

平
行
な
直
線
は
他
の
直
線
と
等
し
い
角
度
で
交
わ

る
こ
と
、
平
角
の
利
用
。

 

7
5
％

 

1
0

0
％

 

５  

①
 

未
習

 
三
角
形
の
内
角
の
和
が
わ
か
る
。

 
2

5
％

 

②
 

未
習

 
三
角
形
の
内
角
の
和
が
わ
か
る
。

 
7

5
％

 

 

問
題

 
問
題
の
ね
ら
い

 
正
答
率
（
９
人
）

 

１  

２  

①
 

簡
単
な
場
合
の
比
例
の
意
味
が
分
か
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
比
例
の
関
係
を
式
に
表
し
、
対
応

す
る
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

5
5
％

 

②
 

8
8
％

 

③
 

8
8
％

 

④
 

1
0

0
％

 

⑤
 

8
8
％

 

⑥
 

3
3
％

 

２  

①
 

比
を
簡
単
に
し
た
り
、
比
の
値
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

8
8
％

 

②
 

7
7
％

 

③
 

1
0

0
％

 

④
 

5
5
％

 

３  

①
 

 
未
習

 
反
比
例
の
意
味
を
知
り
、
関
係
を
式

に
表
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

 

6
6
％

 

②
 

2
2
％
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(３
)指

導
観

 

本
単
元
で
は
、
児
童
が
帰
納
的
に
見
つ
け
た
三
角
形
の
内
角
の
和
が

1
8

0
°
に
な

る
こ
と
を
基
に
、
四
角
形
や
多
角
形
の
内
角
の
和
を
三
角
形
が
い
く
つ
分
か
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
演
繹
的
に
求
め
る
力
を
養
う
。
探
求
的
な
活
動
と
し
て
、
多
角
形
の
内

角
の
和
を
演
繹
的
に
導
き
出
す
活
動
を
通
し
て
、
論
理
的
思
考
力
を
育
成
し
た
い
。

 

本
時
の
学
習
で
は
、

 I
C

T
を
活
用
し
、
導
入
の
際
に
児
童
が
事
前
に
作
成
し
た
振

り
返
り
カ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
既
習
事
項
の
定
着
を
図
る
。
発
表
が
苦
手
な

児
童
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ペ
ア
、
全
体
の
順
番
で
発
表
を
行
う
。
ま
た
、
終
末
で
は
、

具
体
物
を
使
っ
て
補
足
説
明
を
行
い
、
最
終
的
に
、
図
形
の
内
角
の
和
を
求
め
る
際

は
、
計
算
で
行
え
る
こ
と
を
目
指
す
。
単
元
を
通
し
て
、
児
童
自
身
が
ま
と
め
た
資
料

を
活
用
す
る
こ
と
や
、
ガ
イ
ド
学
習
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
で
学
習
を
進
め
て
い
き
、

達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
で
、
自
尊
感
情
の
向
上
を
目
指
し
た
い
。
さ
ら
に
、

IC
T

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
視
覚
に
訴
え
る
授
業
を
構
築
し
、
児
童
の
理
解
を
深
め
た
い
。 

  ３
．
単
元
の
目
標

 

【
知
識
・
技
能
】

 

三
角
形
の
内
角
の
和
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
を
基
に
四
角
形
や
他
の
多
角
形

の
内
角
の
和
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
思
・
判
・
表
】

 
 

 

図
形
の
角
に
着
目
し
、
三
角
形
の
内
角
の
和
に
つ
い
て
の
性
質
を
見
い
だ
し
、
そ
れ

を
基
に
四
角
形
や
他
の
多
角
形
の
内
角
の
和
に
つ
い
て
演
繹
的
に
考
え
、説

明
し
て
い

る
。

 

【
主
体
的
な
態
度
】

 

 
 
三
角
形
の
内
角
の
和
が

1
8

0
°
で
あ
る
こ
と
を
基
に
、
四
角
形
や
他
の
多
角
形

の
性
質
を
考
え
た
過
程
や
結
果
を
振
り
返
り
、
多
面
的
に
と
ら
え
検
討
し
て
よ
り

よ
い
も
の
を
求
め
て
粘
り
強
く
考
え
た
り
、
数
学
の
よ
さ
に
気
付
き
学
習
し
た
こ

と
を
今
後
の
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

 

 

(３
)指

導
観

 

 
本
単
元
で
は
、
比
例
や
反
比
例
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
、
伴
っ
て
変
わ
る
２
つ
の

数
量
や
そ
れ
ら
の
関
係
に
着
目
し
、
表
、
式
、
グ
ラ
フ
を
用
い
て
変
化
や
対
応
の
特
徴

を
見
出
し
て
、
２
つ
の
数
量
の
関
係
を
考
察
・
分
析
す
る
力
を
養
う
。
比
例
や
反
比
例

の
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成
や
読
み
取
り
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
、
児
童
が
容
易
に
作
成

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

本
時
の
学
習
で
は
日
常
生
活
で
活
用
で
き
る
比
例
の
課
題
を
設
定
し
、
具
体
的
な

操
作
な
ど
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
、
自
分
の
考
え
を
も
て
る
よ
う

に
す
る
。
生
活
の
中
で
も
比
例
を
使
う
と
、
簡
単
に
素
早
く
問
題
が
解
決
で
き
る
こ
と

が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。
ま
た
、
前
時
の
振
り
返
り
、
話
し
合
い
活
動
、
本
時
の

ま
と
め
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
視
覚
的
に
考
え
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
さ
ら
に
、
自
分
の
意
見
や
他
者
の
意
見
の
共
通
点
・
相
違
点
を
話
し
合
う
場
面

を
通
し
て
、
多
様
な
視
点
か
ら
問
題
解
決
を
図
り
た
い
。
本
時
の
学
習
の
、
紙
の
枚
数

を
数
え
る
場
合
は
、
比
例
を
使
う
と
効
率
的
で
あ
る
が
、
正
確
さ
は
ど
う
か
な
ど
、
多

面
的
な
視
点
で
考
え
、
比
例
の
良
さ
を
実
感
さ
せ
た
い
。

 

 ３
．
単
元
の
目
標

 

【
知
識
・
技
能
】

 

比
例
や
反
比
例
の
意
味
や
性
質
、
表
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
し
、
比
例

や
反
比
例
の
関
係
に
あ
た
る
２
つ
の
数
量
の
関
係
を
表
や
式
、
グ
ラ
フ
に
表
し
た

り
、
比
例
の
関
係
を
用
い
て
問
題
解
決
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
思
・
判
・
表
】

 
 

 

伴
っ
て
変
わ
る
２
つ
の
数
量
を
見
出
し
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
着
目
し
、
目
的
に
応

じ
て
表
や
式
、
グ
ラ
フ
を
用
い
て
そ
れ
ら
の
関
係
を
表
現
し
て
変
化
や
対
応
の
特
徴
を

見
出
し
、
問
題
解
決
に
活
用
し
て
い
る
。

 

【
主
体
的
な
態
度
】

 

 
 
数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
多
面
的
に
と
ら
え
検
討
し
て
よ

り
よ
い
も
の
を
求
め
て
粘
り
強
く
考
え
た
り
、
数
学
の
よ
さ
に
気
付
き
学
習
し
た

こ
と
を
今
後
の
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。
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   ４
．
指
導
計
画
・
・
・
全

6
時
（
本
時

3
/6
）

 

                   

         ４
．
指
導
計
画
・
・
・
全

1
6
時
（
本
時
８

/1
6
）

 

          

 学
習
内
容

 

①
三
角
形
や
四
角
形
の
性
質
を
振
り
返
り
、
多
角
形
の
定
義
を
知
る
。
三
角
形
の

３
つ
の
角
の
大
き
さ
の
き
ま
り
を
調
べ
る
。
二
等
辺
三
角
形
で
は
３
つ
の
角
の

大
き
さ
の
和
が

1
8

0
°
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
他
の
三
角
形
に
つ
い
て
の
見

通
し
を
も
つ
。

 

②
３
つ
の
角
の
和
が

1
8

0
°
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
三
角
形
の
内
角
の
和
が

1
8

0
°
に
な
る
こ
と
を
活
用
し
て
、
角
度
を
計
算
で
も
求
め
る
。

 

③
角
度
を
測
ら
な
い
で
、
四
角
形
の
４
つ
の
内
角
の
和
を
求
め
る
方
法
を
考
え
、

図
や
式
を
使
っ
て
表
す
。
四
角
形
を
三
角
形
に
分
け
て
考
え
る
と
、
四
角
形
の

内
角
の
和
は

3
6

0
°
に
な
る
こ
と
を
ま
と
め
る
。

 

④
多
角
形
の
内
角
の
和
を
三
角
形
に
分
け
て
調
べ
、
多
角
形
の
内
角
の
和
に
つ
い

て
表
に
ま
と
め
る
。

 

⑤
四
角
形
の
同
じ
図
形
を
並
べ
て
、
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
る
。
形
も
大
き
さ
も
同

じ
四
角
形
が
敷
き
詰
め
ら
れ
る
か
考
え
る
。

 

⑥
「
た
し
か
め
よ
う
」
に
取
り
組
む
。

 

 

 学
習
内
容

 

①
②
比
例
の
性
質
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
と
め
る
。

 

③
y
が

x
に
比
例
す
る
と
き
、

y＝
決
ま
っ
た
数
×

x
と
表
せ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。 

④
⑤
比
例
の
関
係
を
グ
ラ
フ
に
表
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
比
例
の
グ
ラ
フ

 

の
特
徴
を
理
解
す
る
。

 

⑥
⑦
比
例
の
グ
ラ
フ
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
比
例
の
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑧
比
例
関
係
を
活
用
し
た
問
題
解
決
の
方
法
を
考
え
、
表
や
式
を
用
い
て
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
画
用
紙
３
０
０
枚
を
数
え
な
い
で
用
意
す
る
。
）

 

⑨
比
例
関
係
を
活
用
し
た
問
題
解
決
の
方
法
を
考
え
、
表
や
式
を
用
い
て
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
速
さ
・
影
の
長
さ
）

 

⑩
学
習
内
容
を
適
用
し
問
題
を
解
決
す
る
。

 

⑪
反
比
例
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

⑫
反
比
例
の
性
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

⑬
反
比
例
の
と
き

y＝
決
ま
っ
た
数
÷

x
と
表
せ
る
こ
と
を
理
解
し
、
反
比
例
の
関

係
を
式
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑭
反
比
例
の
関
係
を
グ
ラ
フ
に
表
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

⑮
学
習
内
容
を
適
用
し
て
問
題
を
解
決
す
る
。
（
練
習
問
題
）

 

⑯
学
習
内
容
の
定
着
を
確
認
す
る
と
と
も
に
数
学
的
な
見
方
考
え
方
を
振
り
返
り

価
値
づ
け
る
。
（
算
数
の
目
に
取
り
組
む
。
）

 

 

 
 
【
学
び
に
向
か
う
力
と
本
校
の
学
校
教
育
目
標
と
の
関
連
】

 

 
 

 
学
び
に
向
か
う
力
と
学
校
教
育
目
標
の
具
現
化
を
、
本
時
で
は
以
下
の
様
に
考
え
る
。

 

 
 

 
 
や
さ
し
い
子
…

 
関
「
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
態
度

 

友
だ
ち
の
意
見
に
傾
聴
し
、
自
分
の
考
え
と
の
違
い
や
共
通
点
を
見
つ
け
、
共
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿

 

 
 

 
 
か
し
こ
い
子
…

 
主
「
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
進
ん
で
自
分
の
意
見
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
他
の
考
え
方
が
な
い
か
試
行
錯
誤
す
る
姿

 

客
「
自
分
を
客
観
的
に
把
握
す
る
力
」

 

自
分
の
考
え
と
の
違
い
や
共
通
点
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
姿

 

 
 

 
 
た
く
ま
し
い
子
…

 
律
「
自
分
を
律
す
る
力
」

 

わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ
っ
て
も
粘
り
強
く
考
え
、
対
話
を
通
し
て
最
後
ま
で
取
り
組
む
姿
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５
．

 

             
  

           

 

           

            

６
．
本
時
の
学
習

 

（
１
）
目
標

 

        

６
．
本
時
の
学
習

 

（
１
）
目
標

 

 

5
. 
自
尊
感
情
を
高
め
る
た
め
の
視
点

 

 
 
本
学
級
の
実
態
と
し
て
、
授
業
中
、
自
分
の
意
見
を
う
ま
く
主
張
で
き
な
い
児
童
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
本
授
業
で
は

IC
T
を
活
用
し
、
「
Ｃ

 自
己
主
張
・
自
己
決

定
」
を
高
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
た
い
。

 

 
 
〇
指
導
方
法
で
高
め
る
た
め
の
視
点

 

 
 

 
・

 
導
入
に
お
い
て
、
自
分
で
ま
と
め
た
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
発
表
す
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
児
童
が
自
信
を
も
っ
て
学
習
に
臨
め
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
 

 
・

 
個
別
、
ペ
ア
な
ど
学
習
形
態
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
発
言
し
、
自
己
主
張
の
機
会
を
増
や
す
。
ま
た
、

IC
T
を
活
用
し
た
意
見
交
換
に
よ
り
、
自
分

の
考
え
と
の
違
い
や
共
通
点
を
見
つ
け
、
互
い
の
良
さ
を
認
め
、
伝
え
合
え
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
 

 
・

 
５
年
生
で
は
、
学
習
の
振
り
返
り
を
「
オ
ク
リ
ン
ク
」
を
使
っ
て
記
入
す
る
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
学
習
内
容
の
理
解
度
を
深
め
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
 

 
・

 
６
年
生
で
は
、
「
オ
ク
リ
ン
ク
プ
ラ
ス
」
を
活
用
し
て
、
本
時
の
学
習
や
友
達
の
考
え
を
振
り
返
り
、
コ
メ
ン
ト
を
相
互
に
送
り
合
う
。
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
の
考
え
に
自
信
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
次
時
の
意
欲
へ
つ
な
げ
る
。

 

 

三
角
形
の
内
角
の
和
を
基
に
し
て
、
四
角
形
の
内
角
の
和
を
考
え
、
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
角
形
に
考
え
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

 

 

伴
っ
て
変
わ
る
２
つ
の
数
量
を
見
出
し
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
着
目

し
、
表
や
式
を
用
い
て
そ
れ
ら
の
関
係
を
表
現
し
、
問
題
を
解
決
す
る
。

（
思
考
・
判
断
・
表
現
）
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過 程
 

学
習
活
動

 

●
児
童
の
活
動
・
☆
反
応

 
〇
教
師

 
留
意
点

 

自
尊
感
情
を

高
め
る
た
め

に
目
指
す
姿

 

教 師
 

自
尊
感
情
を

高
め
る
た
め

に
目
指
す
姿

 

留
意
点

 
学
習
活
動

 

●
児
童
の
活
動
・
☆
反
応

 
〇
教
師

 

過 程
 

導
 

 

 入
 

 分
 

                    

IC
T
の
活
用
【
オ
ク
リ
ン
ク
】
（

2
分
）

 

●
児
童
と
教
師
で
前
時
を
振
り
返
る
。

 

 ●
計
算
で
求
め
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

       ●
前
時
の
評
価
問
題
に
取
り
組
む
。

(3
分

) 

      ○
本
時
の
問
題
を
確
認
す
る
。

 

      

 ・
本
時
の
活
動
の

流
れ
を
掲
示
し
、
ガ

イ
ド
役
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

・
「
オ
ク
リ
ン
ク
」

を
使
い
、
前
時
の
学

習
の
ポ
イ
ン
ト
を

振
り
返
る
。

 

                

 【
か
し
こ
い
子
】

 

主
進
ん
で
自

分
の
意
見
を

発
表
す
る
と

と
も
に
、
他
の

考
え
方
が
な

い
か
試
行
錯

誤
す
る
姿

 

                

 
 【
か
し
こ
い
子
】

 

主
進
ん
で
自
分

の
意
見
を
発
表

す
る
と
と
も

に
、
他
の
考
え

方
が
な
い
か
試

行
錯
誤
す
る
姿

 

                 

 ・
本
時
の
活
動
の

流
れ
を
掲
示
し
、
ガ

イ
ド
役
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

・
「
オ
ク
リ
ン
ク
プ

ラ
ス
」
を
使
い
、
前

時
の
学
習
の
ポ
イ

ン
ト
を
振
り
返
る

よ
う
に
指
示
し
て

お
く
。

 

    ・
解
決
に
困
っ
て

い
る
児
童
に
は
、
掲

示
物
を
確
認
し
な

が
ら
、
解
決
す
る
よ

う
に
指
示
し
て
お

く
。

 

    

IC
T
の
活
用
【
オ
ク
リ
ン
ク
プ
ラ
ス
】
（
５
分
） 

●
そ
れ
ぞ
れ
前
時
を
振
り
返
る
。

 
 

●
前
時
ま
で
の
内
容
を
発
表
す
る
。

 

●
表
を
横
に
見
て
解
く

 

    ●
表
を
縦
に
見
て
解
く

 

     ●
表
か
ら
式
に
表
せ
る
こ
と

 

     ●
表
や
式
を
グ
ラ
フ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

    

前 時 の 振 り 返 り
 

  分
 

               

 (
２

)本
時
の
展
開

 

 

1
0

 

 

問
題

 
四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
は
何
度
に
な
り
ま
す
か
。

 

 

1
0

 

 

決
ま
っ
た
数
×
x 
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           展
 

 開
 

  分
 

            

   ○
前
時
ま
で
の
学
習
と
の
違
い
を
確
認
す

る
。

 

☆
昨
日
は
三
角
形
、
今
日
は
四
角
形

 

○
見
通
し
を
確
認
す
る
。

 

☆
線
を
引
く

 
２
つ
に
分
け
る

 

☆
対
角
線
を
引
く

 
は
さ
み
で
切
る

 

 ●
自
力
解
決
す
る
。

 

IC
T
の
活
用
【
オ
ク
リ
ン
ク
】

 

●
三
角
形
が
２
つ
分
だ
か
ら

 

      ●
三
角
形
４
つ
分
で
中
心
の

3
6

0
度
を
引
く

 

         

              ・
解
決
に
困
っ
て

い
る
児
童
に
は
、
線

を
引
い
た
り
、
対
角

線
で
折
っ
た
り
し

て
、
三
角
形
に
着
目

さ
せ
る
。

 

・
解
決
が
進
ん
で

い
る
児
童
に
は
、
他

の
方
法
が
な
い
か

考
え
る
よ
う
指
示

し
て
お
く
。

 

・
対
角
線
の
考
え
が

出
な
い
場
合
は
、

 

IC
T
を
用
い
て
提
示

す
る
。

 

・
ラ
イ
ブ
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
児
童
の

思
考
の
様
子
を
確

認
す
る
。

 

             【
た
く
ま
し
い
子
】

 

律
わ
か
ら
な

い
問
題
が
あ

っ
て
も
粘
り

強
く
考
え
、
対

話
を
通
し
て

最
後
ま
で
取

り
組
む
姿

 

 【
か
し
こ
い
子
】

 

主
進
ん
で
自

分
の
意
見
を
発

表
す
る
と
と
も

に
、
他
の
考
え

方
が
な
い
か
試

行
錯
誤
す
る
姿

 

                      【
た
く
ま
し
い
子
】

 

律
わ
か
ら
な
い

問
題
が
あ
っ
て

も
粘
り
強
く
考

え
、
対
話
を
通

し
て
最
後
ま
で

取
り
組
む
姿

 

                ・
イ
メ
ー
ジ
を
も

ち
や
す
く
す
る
た

め
に
具
体
物
操
作

で
確
認
す
る
。

 

    ・
解
決
が
進
ん
で

い
る
児
童
に
は
、
他

に
方
法
が
な
い
か

考
え
る
よ
う
に
指

示
し
て
お
く
。

 

 ●
前
時
ま
で
の
問
題
に
取
り
組
む
。

(５
分

) 

        ○
本
時
の
問
題
を
確
認
す
る
。

 

   ○
見
通
し
を
確
認
す
る
。

 

○
枚
数
が
増
え
る
と
、
伴
っ
て
何
が
増
え
る

だ
ろ
う
。

 

☆
重
さ
と
枚
数

 

☆
厚
さ
と
枚
数

 

  
 

 ●
自
力
解
決
す
る
。
☆
表
に
ま
と
め
る

 

IC
T
の
活
用
【
オ
ク
リ
ン
ク
プ
ラ
ス
】

 

     

          導 入 1
0

分
 

        展
 

開
 

 分
 

   

○め
 
画
用
紙
を
数
え
ず
に
用
意
す
る
方
法
を
考
え
よ
う
。

 

 

問
題

 
画
用
紙
３
０
０
枚
を
数
え
な
い
で
、
用
意
す
る
方
法
を
考
え
よ
う
。

 

 

2
0

 

2
0

 

 

○め
 
四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の
和
の
求
め
方
を
考
え
よ
う
。
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         終 末
 

  分
 

              

●
互
い
に
自
分
の
考
え
を
ペ
ア
で
交
換
し
、

ノ
ー
ト
に
評
価
し
合
う
。

 

●
全
体
で
意
見
を
確
認
す
る
。

 

     〇
本
時
の
学
習
を
ま
と
め
る
。

 

    ●
適
用
問
題
に
取
り
組
む
。

 

  
 

 ☆
三
角
形
に
分
け
る

 

☆
三
角
形
が
３
つ
分
に
な
る
の
で

 

 
1

8
0
×
３
＝

5
4

0
 

 IC
T
の
活
用
【
オ
ク
リ
ン
ク
】

 

●
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
、
友
達
の
よ
か
っ
た
ポ

イ
ン
ト
を
、
オ
ク
リ
ン
ク
を
使
っ
て
ま
と

め
る
。

 

 ○
次
時
の
確
認
を
す
る
。

 

 

・
自
分
の
考
え
と

違
う
方
法
が
あ
っ

た
場
合
は
、
ど
の
点

が
違
っ
た
の
か
発

表
す
る
。

 

       ・
具
体
物
で

3
6

0
度

に
な
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

      

【
や
さ
し
い
子
】

 

関
友
だ
ち
の

意
見
に
傾
聴

し
、
自
分
の
考

え
と
の
違
い
や

共
通
点
を
見
つ

け
、
共
に
学
ぼ

う
と
す
る
姿

 

 

【
か
し
こ
い
子
】

 

主
進
ん
で
自
分

の
意
見
を
発
表

す
る
と
と
も

に
、
他
の
考
え

方
が
な
い
か
試

行
錯
誤
す
る
姿

 

     【
か
し
こ
い
子
】

 

客
自
分
の
考
え

と
の
違
い
や
共

通
点
を
見
つ
け

よ
う
と
す
る
姿

 

【
や
さ
し
い
子
】

 

関
友
だ
ち
の
意

見
に
傾
聴
し
、

自
分
の
考
え
と

の
違
い
や
共
通

点
を
見
つ
け
、

共
に
学
ぼ
う
と

す
る
姿

 

   

・
x
と

y
が
何
か
確

認
す
る
。

 

 ・
解
決
に
困
っ
て

い
る
児
童
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
表
を
横

に
見
た
り
、
縦
に
見

た
り
す
る
方
法
を

助
言
す
る
。

 

・
ラ
イ
ブ
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
児
童
の

思
考
の
様
子
を
確

認
す
る
。

 

 ・
自
分
の
考
え
と

違
う
方
法
が
あ
っ

た
場
合
は
、
ど
の
点

が
違
っ
た
の
か
発

表
す
る
。

 

・
効
率
的
で
は
あ

る
が
、
比
例
の
考
え

は
ぴ
っ
た
り

3
0

0

枚
で
は
な
い
こ
と

に
気
付
か
せ
る
。

 

    

 ●
表
を
横
に
見
る

 

    ●
表
を
縦
に
見
る

 

     IC
T
の
活
用
【
オ
ク
リ
ン
ク
プ
ラ
ス
】

 

●
オ
ク
リ
ン
ク
プ
ラ
ス
で
自
分
の
考
え
と
比

べ
、
考
え
を
開
き
合
う
。

 

    ●
全
体
で
意
見
を
確
認
す
る
。

 

☆
比
例
の
ど
ん
な
性
質
を
使
っ
た
の
か
。

 

☆
表
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
。

 

 ○
本
時
の
学
習
を
ま
と
め
る
。

 

  ○
友
達
の
考
え
に
コ
メ
ン
ト
す
る
。

 

○
次
時
の
確
認
を
す
る
。

 

                       終
 

末
 

  分
 

 

○ま
 
お
お
ま
か
な
枚
数
の
数
え
方
な
ど
、
日
常
の
問
題
に
比
例
を
使
え
る
場
合
が
あ
る
。

 

５
 

 

1
5

 

 

○ま
 
四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き
さ
の

和
は
、
三
角
形
に
分
け
て
考
え
れ
ば

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

次
の
図
形
の

 

５
つ
の
角
の
大
き
さ
の

 

和
は
何
度
に
な
り
ま
す
か
。

か
。
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（
３
）
評
価

 

      （
４
）
板
書
計
画

 

                 

（
３
）
評
価

 

      （
４
）
板
書
計
画

 

 

〇
 
伴
っ
て
変
わ
る
２
つ
の
数
量
を
見
出
し
て
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
着
目
し
、
表
や
式
を
用

い
て
そ
れ
ら
の
関
係
を
表
現
し
て
、
問
題
解
決
に
活
用
し
て
い
る
。
（
思
・
判
・
表
）

 

〇
 
比
例
の
関
係
に
着
目
す
る
よ
さ
に
気
付
き
、
比
例
の
関
係
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
（
態
度
）

 

 

1
1

/1
 
比
例
の
関
係
を
く
わ
し
く
調
べ
よ
う

 

   

○ま
 
お
お
ま
か
な
枚

数
の
数
え
方
な

ど
、
日
常
の
問
題

に
比
例
を
使
え
る

場
合
が
あ
る
。

 

○め
画
用
紙
を
数
え
ず
に
用
意
す

る
方
法
を
考
え
よ
う
。

 

  

○問
画
用
紙
３
０
０
枚
を
数

え
な
い
で
、
用
意
す
る
方

法
を
考
え
よ
う
。

 

振
り
返
り

 

1
1

/1
 
図
形
の
角
を
調
べ
よ
う

 

 

 

 

 
○問
四
角
形
の
４
つ
の
角
の

和
は
何
度
に
な
り
ま
す

か
。

 

○ま
 
四
角
形
の
４

つ
の
角
の
大
き

さ
の
和
は
、
三
角

形
に
分
け
て
考

え
れ
ば
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

○め
四
角
形
の
４
つ
の
角
の
大
き

さ
の
和
の
求
め
方
を
考
え
よ

う
。

 

  

○み
線
を
引
く

 
 

 
２
つ
に
分
け
る

 

 
三
角
形
に
す
る

 

三
角
形
４
つ
に

 
分
け
る

 
1

8
0
×
４
＝

7
2

0
 

7
2

0
－

3
6

0
＝

3
6

0
 

 ４
つ
の
角
を
集
め
て
も

 

一
回
転
＝
3
6
0
°

 

 
次
の
図
形
の
５
つ

の
角
の
大
き
さ
の
和

は
何
度
に
な
り
ま
す

か
。

 

 

〇
 
三
角
形
の
内
角
の
和
を
基
に
し
て
、
四
角
形
の
内
角
の
和
の
求
め
方
を
演
繹
的
に
考
え

説
明
し
て
い
る
。
（
思
・
判
・
表
）

 

〇
 
主
体
的
、
対
話
的
に
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
三
角
形
を
活
用
し
て
演
繹

的
に
考
え
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
価
値
づ
け
し
て
い
る
。
（
態
度
）

 

 

○見
 

 
表
を
使
う

 

 
枚
数
と
重
さ

 

 
枚
数
と
厚
さ

 
横
に
見
る
と

 
 

3
0

0
÷

1
0
＝

3
0

 
9

2
×

3
0
＝

2
7

6
0

 

縦
に
見
る
と

 
 

9
2
÷

1
0
＝

9
.2

 
3

0
0
×

9
.2
＝

2
7

6
0

 

三
角
形
２
つ
に

 
分
け
る

 
1

8
0
×
２
＝

3
6

0
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１ 自尊感情アンケート 

あなたは今の自分でよいと思いますか。

あなたは自分のことが好きですか。

あなたは 自分が ダメな人間だと 思うことがありますか。

あなたは自分を大切に思えますか。

あなたは今の自分は嫌いですか。

自分には良いところがありますか。

あなたはみんなの役に立っていないと思いますか。

あなたは みんなと同じくらい大切な人間だとおもいますか。

みんなが言っていることを ちゃんときくことができますか。

あなたは みんなの役に立ちたいとおもいますか。

あなたはほかの人の気持ちがわかりますか。

あなたには 自分のことを 分かってくれる人がいますか。

みんなが嫌な気持ちにならないよう、一度決きめたことはしっかりやりますか。

自分のことを大切にしてくれている周りの人たちに「ありがとう」と思いますか。

あなたには、あなたが いてほしいと 思ってくれる 人がいますか。

みんながちがうことを 言っていても、自分が正しいと 思うことは はっきり言えますか。

あなたにはできることがたくさんあるとおもいますか。

あなたは自分の決めたことやすることが正しいと思えますか。

あなたは自分の良いところも悪いところもよく分かっていますか。

あなたは誰だれにも負けないもの（こと）がありますか。

あなたは自分のことは自分で決めたいと思いますか。

あなたは みんなとちがう自分を大切にしたいとおもいますか。

Ｃ
自
己
主
張
・
自
己
決
定

質問に対して，自分の気持ちに近い数字に○をつけてください。

「あてはまる」場合は４，「どちらかといえばあてはまる」場合は３，どちらかとい

うとあてはまらない」場合は２，「あてはまらない」場合は１を○でかこんでくださ

い。

【自尊感情測定尺度（東京都版）】　　　　低学年

Ａ
自
己
評
価
・
自
己
受
容

Ｂ
関
係
の
中
で
の
自
己
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質問に対して，自分の気持ちに近い数字に○をつけてください。

私は今の自分に満足している

私は自分のことが好きである

自分はダメな人間だと思うことがある

私は自分という存在を大切に思える

私は今の自分は嫌いだ

自分には良いところがある

自分は誰の役にも立っていないと思う

私は人と同じくらい価値のある人間である

人の意見を素直に聞くことができる

私は人のために力を尽くしたい

私はほかの人の気持ちになることができる

私には自分のことを理解してくれる人がいる

人に迷惑がかからないよう、いったん決めたことには責任を持って取り組む

自分のことを見守ってくれている周りの人々に感謝している

私には自分のことを必要としてくれる人がいる

人と違っていても自分が正しいと思うことは主張できる

自分の中には様々な可能性がある

私は自分の判断や行動を信じることができる

私は自分の長所も短所もよく分かっている

私には誰にも負けないもの（こと）がある

私は自分のことは自分で決めたいと思う

私は自分の個性を大事にしたい

Ａ
自
己
評
価
・
自
己
受
容

Ｃ
自
己
主
張
・
自
己
決
定

Ｂ
関
係
の
中
で
の
自
己

「あてはまる」場合は４，「どちらかといえばあてはまる」場合は３，どちらかというとあては

まらない」場合は２，「あてはまらない」場合は１を○でかこんでください。

【自尊感情測定尺度（東京都版）】　　　　　　高学年用
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類型について
点数によって８つの型に分類される。
①全項目高い、②全項目低い、③Ⅰタイプ、④Ⅱタイプ
⑤Ⅲタイプ、⑥Ⅳタイプ、⑦Ⅴタイプ、⑧Ⅵタイプ
しかし、分類をしてみると、判断が難しい場合がある。
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 ２ 学期のめあて 
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                名前(                 ) 

 

  

日付 今日のふりかえり(自分・友達)  

／ 

（月） 

  

／ 

（火） 

  

／ 

（水） 

  

／ 

（木） 

  

めあて（学習・生活）ふりかえり 

／ 

（金） 

  

今週のめあては 
どれくらい 
たっせいできたかな？ 

今月の 生活もくひょう          

今月の保健・給食もくひょう      
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山小挑戦表（低学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 山小挑戦表 
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山小挑戦表（高学年）  
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 ４ 自学ノート 
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ここにはアルファベットの練習 

こ
こ
に
は
計
算
問
題
を
し
よ
う 

こ
こ
に
は
意
味
調
べ
や
作
文
を
し
よ
う 

こ
こ
に
は
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う 

漢字は左から右に 

お手本を見て書くといいよ 
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こ
こ
に
は
意
味
調
べ
や
作
文 

ここにはアルファベットの練習 

こ
こ
に
は
計
算
問
題
を
し
よ
う 

こ
こ
に
は
漢
字
の
練
習
を
し
よ
う 

漢字は左から右に 

お手本を見て書くといいよ 
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おわりに 

 

令和５、６年度に平戸市教育委員会の指定を受け、「自尊感情を育む教育活動の

在り方」というテーマで研究を進めてまいりました。本研究では、授業のみならず、教

育活動全体を通じた取組を行ってきました。本日の発表でご覧いただいた通り、新

たに始めた取組はほとんどありません。これまでの活動をしっかりと PDCA サイクル

で確認し、成果を上げてきた内容です。 

４月に長崎県教育委員会から示された「学びの習慣化メソッド」には、「主体的な

学ぶ態度」、「自分を客観的に把握する力」、「自分を律する力」、「よりよい生活や

人間関係をつくろうとする態度」という４つの「学びに向かう力」が示されています。

本校では特に「よりよい生活や人間関係をつくろうとする態度」を重視し、研究を進

めてきました。他者との関係の中で自己を見つめ、友人と関わることにより、「自分も

学校に役立つ存在である」、「自分も学校を変える力がある」という意識が育まれま

す。これは、第４期教育振興計画に示されている「自分も社会の役に立つことができ

る」、「自分も社会を変えることができる」という社会参画の意識を高めることにつな

がると考えています。 

「挑戦」というキーワードを軸に研究を進めてきましたが、子供たちが予測困難な

未来を生き抜くためには、「学びに向かう力」を高め、「挑戦」を恐れずに自らの可能

性を広げることが、私たち教育者にとって重要な役割です。また、子供たちの思いや

りの心を育むことで、互いに支え合いながら成長できる環境を築くことができると信

じています。 

結びに、２年間にわたり貴重なご助言とご指導をいただきました平戸市教育委員

会の皆様、並びに関係各位の方々に心より感謝申し上げます。今後ともご指導、ご鞭

撻のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

                                               令和６年１１月１日 

平戸市立山田小学校 

教頭 木場 基之 
 



 



 

 

令和５年度          令和６年度 

 

  

校  長  佐藤 良平 

教  頭  木場 基之 

教  諭  木寺 マキ子 

教  諭  下田 春奈 

教  諭  髙橋 祐一 

教  諭  神保 裕行 

教  諭  値賀 浩司 

教  諭  中園 信子 

養護教諭  田中 七海 

養護助教諭  岡田 まゆみ 

事務職員  西村 和歌子 

支援員  里  清美 

用務員  尾形 弘美 

A L T  Mary 

研究主任 

校  長  村川 司麻 

教  頭  木場 基之 

教  諭  木寺 マキ子 

教  諭  下田 春奈 

教  諭  髙橋 祐一 

教  諭  田口 眞由美 

講  師  髙橋 啓子 

養護教諭  田中 七海 

養護助教諭  岡田 まゆみ 

事務職員  西村 和歌子 

支援員  田中 孝子 

用務員  尾形 弘美 

A L T  Mary  

研究主任 
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